






〔研究計画〕 

 全国各都道府県の公費給付台帳を資料として,小児慢性特定疾患の実態,フォローアップ

を行って 3年，昭和 57 年度に於ては,新たに昭和 56年に給付対象となった小児特定疾患の

全国集計を行ない，既に報告した昭和53 年度分の実態調査との比較分析を中心に,各疾患

群別に,各分担研究者が,夫々の分野に於ける問題点に焦点を当てて,以下の研究題目に就

いて研究計画を立てた。 

(1) 公費負担喘息患者の美態調査             分担研究者 飯倉 洋治 

(2) 小児慢性心疾患の疫学的研究             分担研究者 大国 真彦 

(3) 小児慢性腎疾患の疫学調査成績－続報         分担研究者 北川 照男 

(4) 小児糖尿病患者の実態・フォローアップに関する研究  分担研究者 高倉 巌 

(5) 小児慢性疾患，特に悪性新生物と血液疾患に関する研究 分担研究者 長尾 大 

(6) 先天性代謝異常及び先天性免疫不全症の疫学的研究   分担研究者 矢田 純一 

(7) 小児慢性特定疾患の全国調査(昭和 56 年度分給付台帳)の概要並びに内分泌疾患群の

集計成績の分析                      分担研究者 加藤 精彦 

 以上の如く,昭和 56 年度全国医療給付に関する実態調査を中心に,各分担研究者の専門

的視点からの研究分析を行なうことにした。 

 更に分担研究者の一人駿河敬次郎は,育成医療の現況について,本年度は共通の集計用紙

を作成して,参加施設における,本給付制度の実態をより正確に,そしてその社会的背景を

も把握すべく調査を行うこととした。  


